








今年度の特別委員会で議論されている森林環境税について、先般、県の有識者会議から、個人負担額を年間700円とし、県民税の均

等割に上乗せして課税する提言がなされました。個人の負担額を700円、法人の負担額を7％とすると、1年間で8億2000万円財源が

確保できます。その税金を①森林環境の保全に７億1000万円、②水環境の保全に8000万円、③税推進事業に3000万円使うとのこと。

そして、②水環境の保全事業の中身は、合併浄化槽の導入を促進しようというものです。有識者会議案では、目的に浄化槽整備まで含

まれていることや、県民参加を促すソフト事業の取り組みが少ないところが気になります。今後は11月を目途に税制素案や導入効果、

問題点などを示した報告書がまとめられる予定です。

これまでも合併浄化槽の導入促進は県土整備部の事業として毎年行ってきたものです。改

めて県民に税金を課して森林環境部で同じ事業を行う必要性は乏しく、有識者会議の中で

も意見が分かれたところです。

森林環境税は、個人住民税の均等割に上乗せする形で徴収します。H26年からは復興増税

として個人住民税に1000円上乗せされることが決まっているので、有識者会議提案では、

住民税だけをみても現行から1700円も増えることに…！さらには消費税増税もまっていま

す。県民の税負担を考えるなら、森林環境税の目的はできるだけ絞るべきです。

※復興増税：2013年から25年間、所得税の納税額に2.1％を上乗せ。

　　　　　　さらに2014年から10年間、個人住民税に1000円上乗せになります。

※消費増税：2014年4月に8％、15年10月に10％に引き上がります。

個人住民税（均等割）

東地区の真ん中を流れている滝川。ご当地『あずまかるた』にも 「 滝川の曲がるところが 川曲町」と

うたわれています。滝川沿いは、東地区住民の憩いの場。朝からお散歩をしたり、ランニングをする

人の姿が大勢見られます。しかし、よく見ると、滝川沿いのフェンス等はかなり劣化しており、寄りか

かったりすると非常に危険な様子‥。先般、滝川沿いのフェンス等の安全点検を前橋土木事務所さ

んにお願いしたところ、無事に安全点検及び補修が終了したのでご報告致します。他にも地域の危

険箇所などありましたら情報をお寄せ下さい。

そもそも合併浄化槽の導入促進は森林環境税でまかなうべきものなの ??　

復興増税、消費増税…。私たちの税金ってどれだけ増えるの ?? 

4000円
（現行）

1000円
復興増税

700円
森林環境税

森林環境税 〜年間700円!?

滝川 〜フェンスの安全点検＆補修をしました!



文教警察常任委員会の県内調査で、県警鑑識科学センターの

DNA 型鑑定棟と、ぐんま天文台を訪問しました。DNA 型鑑定棟は、

もともと科学センター内に設置されていた DNA 鑑定部門を、H22

に全国で2番目となる別棟を建

設したもの。これにより、クリー

ンルームの広さがそれまでの4

倍となり、鑑定件数を大幅に増

やすことができました。DNA 鑑

定については、近年足利事件な

どで、鑑定技術の進歩により、

冤罪を証明することができ、最

先端の捜査方法として注目され

ています。こちらで行っているSTR 型検査という方法では、DNA 型

が一致するのは4兆7千億人に一人となっており、極めて高い個人

識別精度を有しています。また、最近では、犯罪捜査だけではな

く、親子関係の調査などにもDNA 鑑定が利用されています。

その後、高山村のぐんま天文台へ。ぐんま天文台は、21世紀を担

う子供たちに「本物」の実体験を提供することを基本理念として、

H11に設置された施設です。国内で4番目に大きな口径を持つ

150㎝望遠鏡や、太陽の投影像やスペクトルなどを観察できる太

陽望遠鏡など、本格的な設備が充実しています。今年5月の金環

日食では、500人を超える人が早朝より天文台を訪れたそうです。

全国に誇れる施設なので、多くの子供たちに楽しんでもらいたい

ですね★

広島県警察本部の取り組みについての調査。広島というと、反社

会的勢力の本拠地のような、なんとなく治安が悪そうなイメージが

ありますが、平成15年から『減らそう犯罪』広島県民総ぐるみ運動

を展開し、様々な施策を実行した結果、平成21年には、刑法犯認

知件数が、ピーク時から51.4％も減少したとのこと。県民、事業者、

ボランティア、関係団体、行政等の多様な主体が協同・連携し、「日

本一安全・安心な広島県の実現」に取り組んでいるそうです。しか

も、ほとんどお金をかけずにこの運動を展開しているというので、

驚きです！協力企業の協業誌の一部に、犯罪抑制のＰＲを載せて

もらったり、配達業者

さんが、配達のついで

にチラシを配ってくれ

たり‥。県全体で取り

組んで、犯罪をなくそ

うという気持ちが一つ

になることが一番の対

策ですね★

文教警察常任委員会の県外調査で、山口県の萩市、山口県庁、広

島県庁を調査しました。初日は、山口県萩市にて、群馬県の初代

県令『楫取素彦』のゆかりの地を訪ね、その業績を振り返りました。

今年は楫取の没後100年を迎えることから、群馬県内でも副読本

の活用が検討され、9.18には前橋市内でシンポジウムが開催され

ました。楫取は、吉田松陰と深い関係があり、藩校明倫館や松下

村塾で教えていたことから、萩市では、だれもが知っている偉大

な人物の一人です。混迷の時代において、歴史から学ぶことはと

ても大切だと思います。ちなみに、群馬県での楫取の功績は、絹

産業の発展と教育の振興に加え、廃娼運動に力を入れたことも挙

げられます。男女共同参画という言葉も全くなかった時代に、女

性の人権を誰よりも考えた人物です。２日目は、山口県教育委員

会の「地域や伝統、文化を踏まえた教育」について調査をしまし

た。昨日の萩でも感じましたが、山口県は、歴史と伝統を引き継ぐ

教育に力を入れている様子。「地域や伝統、文化を踏まえた教育」

とは、地域や伝統、文化に対する理解を深め、故郷への愛着をも

ちながら、継承し、発展させようとする心や態度を育成する取り組

みで、「過去から現在、未来へ」という「つながり」を子供たちに託

していこうというもの。自分たちの住んでいる地域を好きになる、

とても素敵な取り組みだと思います。最終日は、広島に移動して、

県内調査

県外調査


